























Hofmann et al. (2012)によると，日常の中で SCの実行に成功できる確率は，約 5割と言われ
ている。それでは，どのような方法を用いることで SC 実行の成功率を向上させることがで
きるのか。本研究は“誘惑に打ち克つためのトレーニング”に着目し，その効果を検証した。
特に本研究では，SC の実行を支える基礎的能力に注目し，トレーニングすることが SC 向
上をもたらす心理プロセスについて，モデルの構築と検証を行った。 
モデルを構築するための理論的な基盤として，Hofmann & Kotabe (2012)による予防的-介
入的モデル(Preventive-Interventive Model ; 以降：PIモデル)と，Miyake et al. (2000)が提唱し
た実行機能の複合モデルを用いた。 
PIモデルの特徴は，SC実行のプロセスについて，誘惑に直面する前段階の予防としての
「予防的 SC」と，誘惑と遭遇してからの「介入的 SC」の大きく 2つに分類し，それらのフ
ェーズで行われている処理を細分化することで，より精緻な SC 実行の過程の理解を試みた
ことである。 
一方，Miyake et al. (2000)が提唱した実行機能の複合モデルによると，実行機能は，更新
(updating)，切り替え(shifting)，抑制(inhibition)の 3 つの機能の複合で構成されていると仮定
されている。これらの機能はいずれも SC 実行を支える基礎的能力である(e.g., Miyake & 
Friedman, 2012)。実行機能の特徴のひとつとして，その使用を反復することで，各能力が向

























図 1-1. SCトレーニングの 2-wayモデル 
 
研究 1, 2では，「意志フェーズトレーニング」に焦点を当て，抑制実行の反復が SC の向
上にもたらす影響を検討した。モデルから導き出された予測は，概念仮説Ⅰ「抑制実行を反



















いずれも，SC の基礎的能力である実行機能を繰り返し使用することが SC の向上をもたら
す可能性を示唆した。だだし，結果の一貫しない部分や，モデルに関して未検討の部分も残
っているため，今後も手続きの改善やモデルの洗練を加えつつ更なる検討を進めていく必
要があろうと考えられる。 
冒頭で掲げた「どのような方法を用いることで SC 実行の成功率を向上させることができ
るのか」という問いに対して，本研究から導かれた答えを述べるならば，「SCを支える基
礎的能力の実行を反復することが効果的な方法である」となるだろう。すなわち，実行機能
は SC実行の基礎的能力として働いており，これらの能力を向上させるようなトレーニング
が結果として SC実行の成功率を高める可能性が示唆された。 
